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本
書
は
、
著
者
が
一
九
八
九
年
か
ら
四
川
省

の
少
数
民
族
地
域
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て
き
た

調
査
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
論
文
篇
と
写
真
篇

の
二
冊
組
に
な
っ
て
お
り
、
論
文
篇
だ
け
で
も

五
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
。論
文
篇
は
、

第
Ⅰ
部
「
チ
ャ
ン
族
」と
第
Ⅱ
部
「
四
川
チ
ベ
ッ

ト
族
」
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
付
録
と
し
て
論
考

「
四
川
に
お
け
る
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
民

族
研
究
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
評
で

は
論
文
篇
を
対
象
と
す
る
。

　

論
文
篇
は
、
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
と
に

研
究
対
象
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
が
、
両
者

の
内
容
は
連
続
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
本
書
の

重
点
は
、
著
者
が
歴
史
人
類
学
の
視
点
か
ら
長

年
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
族
に
あ

り
、
チ
ャ
ン
族
の
民
族
特
性
を
知
る
た
め
に
チ

ベ
ッ
ト
系
の
諸
民
族
に
考
察
が
加
え
ら
れ
る
形

と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
本
書
は
、
前

著
﹇
松
岡2000

﹈
に
続
き
、
チ
ャ
ン
族
と
文

化
的
に
近
似
す
る
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
に
も
焦

点
を
当
て
る
こ
と
で
、
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト

系
諸
民
族
に
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
「
基
層
文

化
」（
四
六
一
頁
）
に
肉
薄
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ン
族
（
羌
族
）
は
、
甲
骨
文
字
に
も
記

松岡正子著

青蔵高原東部の 
チャン族とチベット族
── 2008汶川地震後の再建と開発【論文篇】

あるむ／2017 年 3 月／542＋2 頁／8000 円＋税

河合洋尚



227──書評　松岡正子著　青蔵高原東部のチャン族とチベット族

載
が
あ
る
古
代
「
羌
人
」
の
末
裔
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
通
説
に
基
づ
く
と
、

「
羌
人
」
は
五
千
年
前
に
中
国
北
部
お
よ
び
西

北
部
に
住
ん
で
い
た
狩
猟
採
集
民
の
末
裔
で
あ

り
、
中
国
の
半
数
以
上
の
民
族
集
団
が
そ
の
系

統
を
汲
む
、
最
古
の
民
族
で
あ
る
。
中
国
の
学

界
で
も
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
族
チ
ャ
ン
語

群
に
属
す
る
言
語
を
も
つ
四
川
省
の
チ
ベ
ッ
ト

族
系
諸
民
族
な
ど
は
、
す
べ
て
「
羌
人
」
の
末

裔
で
あ
る
と
す
る
汎
羌
論
が
長
ら
く
支
持
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
夏
王
朝
の
創
始
者
で
あ
る
伝

説
の
帝
・
禹
が
『
史
記
』
で
「
禹
興
於
西
羌
」

（
禹
は
西
羌
で
興
っ
た
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
チ
ャ
ン
族
は
古
代
中
原
の
華

夏
族
と
関
連
す
る
民
族
で
あ
る
と
も
み
な
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
年
で
は
、
概
説
書
や
博
物

館
の
展
示
で
も
、
チ
ャ
ン
族
の
文
化
を
「
禹
羌

文
化
」
と
し
て
表
す
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

（
第
一
章
）。　

　

著
者
は
、
近
年
の
チ
ャ
ン
族
が
禹
と
の
関
係

か
ら
表
象
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
民
族

の
「
特
色
」
を
表
す
文
化
と
し
て
、
碉
楼
（
石

積
み
の
家
屋
）、
石
碉
（
石
積
み
の
塔
）、
白
石

崇
拝
、
祭
山
会
（
山
神
を
祀
る
年
中
行
事
）、

シ
ピ
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文

化
的
要
素
は
必
ず
し
も
チ
ャ
ン
族
の
居
住
区
全

体
に
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
反
面
、
他
の
チ

ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
の
間
に
共
通
す
る
こ
と
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
二
部
十
一
章
構
成
で
あ
る
が
、
そ

の
半
数
を
超
え
る
章
（
第
五
章
〜
第
十
一
章
）

は
、
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
を
対
象
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
章
で
は
、
四
川
省
・
雲
南
省
北

部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
と
チ
ャ
ン
族
に
は
言

語
・
文
化
的
な
近
似
性
が
あ
り
、
と
り
わ
け

チ
ャ
ン
族
の
「
特
色
」
で
あ
る
は
ず
の
右
記
の

文
化
的
要
素
ま
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
対
象

と
し
て
は
、
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
（
第
五
章
）、

ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
（
第
六
章
）、
ナ
ム

イ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
（
第
七
章
）、
ア
ル
ス
・
チ

ベ
ッ
ト
族
（
第
八
章
）、
シ
ヒ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト

族
と
木
里
蔵
族
自
治
県
水
洛
郷
の
「
西
番
」

（
第
九
章
）、
四
川
省
と
雲
南
省
の
プ
ミ
語
集
団

（
第
十
章
）、
四
川
省
と
雲
南
省
の
ナ
シ
族
（
第

十
一
章
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
チ
ベ
ッ

ト
族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
チ
ャ
ン
語

の
北
部
方
言
を
話
し
、
文
化
的
に
も
類
似
し
て

い
る
た
め
、
か
つ
て
民
族
学
で
は
「
羌
民
」
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
の

民
族
識
別
工
作
で
チ
ベ
ッ
ト
族
と
さ
れ
た
の

は
、
黒
水
人
自
身
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
深
く
信

仰
し
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
な
る
こ
と
を
強

く
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
チ

ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
の
間
に
も
、
チ
ャ
ン
族
と
の

言
語
的
・
文
化
的
類
似
性
が
存
在
す
る
と
、
著

者
は
論
じ
る
。
本
書
は
、
四
川
省
に
居
住
す
る

チ
ベ
ッ
ト
族
の
う
ち
、
大
集
団
で
あ
る
ア
ム

ド
・
チ
ベ
ッ
ト
族
と
カ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
族
で
は

な
く
、
少
数
派
に
あ
た
る
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ

ト
族
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

チ
ャ
ン
族
の
「
特
色
」
と
さ
れ
る
碉
楼
は
、

ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
地
域
に
も
分
布
し

て
お
り
、
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
も
広
く

存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
ナ
ム
イ
、
ア
ル
ス
、
シ
ヒ
ン
、
プ

ミ
は
、
文
献
上
で
初
め
「
某
羌
」
と
称
さ
れ
、

唐
代
以
降
に
「
西
番
」
と
よ
ば
れ
た
諸
集
団
で

あ
る
。
民
族
識
別
工
作
を
通
し
て
、
ナ
ム
イ
、

ア
ル
ス
、
シ
ヒ
ン
は
チ
ベ
ッ
ト
族
と
認
定
さ
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れ
、
プ
ミ
の
う
ち
四
川
側
は
チ
ベ
ッ
ト
族
、
雲

南
側
は
プ
ミ
族
と
分
類
さ
れ
た
。
し
か
し
、
民

族
所
属
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
集
団
間
で

は
祭
山
会
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
祭
山
会

な
ど
チ
ャ
ン
族
と
共
通
す
る
要
素
が
現
在
ど
れ

だ
け
残
さ
れ
て
い
る
か
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

受
容
、
婚
姻
関
係
、
他
民
族
と
の
共
生
関
係
に

よ
る
と
、
著
者
は
豊
富
な
事
例
を
も
っ
て
論
じ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者
は
シ
ヒ
ン
・

チ
ベ
ッ
ト
族
と
「
西
番
」、
お
よ
び
四
川
側
の

プ
ミ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
と
雲
南
側
の
プ
ミ
族
の
比

較
に
よ
っ
て
も
示
し
て
い
る
。
シ
ヒ
ン
・
チ

ベ
ッ
ト
族
や
プ
ミ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
よ
う
に
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
を
深
く
受
容
し
た
集
団
よ
り
も
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
が
薄
く
イ
ト
コ
婚
を
繰

り
返
し
て
従
来
の
慣
習
を
残
し
て
き
た
「
西

番
」
や
プ
ミ
族
の
方
が
、
チ
ャ
ン
族
と
文
化
的

に
類
似
す
る
要
素
が
多
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
様
に
ナ
シ
族
に
お
い
て
も
四
川
省
の
俄
亜
ナ

シ
と
雲
南
省
の
モ
ソ
人
に
は
祭
山
会
が
あ
り
、

特
に
俄
亜
ナ
シ
と
チ
ャ
ン
族
の
間
で
は
白
石
崇

拝
、
生
活
習
慣
、
祖
先
起
源
伝
説
な
ど
に
お
い

て
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
章
で
は
、
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト

系
諸
民
族
の
文
化
的
な
類
似
性
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
著
者
が
疑
問
視
す
る
の

は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
こ
れ
ら
の

事
象
が
「
チ
ャ
ン
族
固
有
の
」
文
化
的
記
号
と

し
て
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
二
日
に
汶
川

地
震
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す

顕
著
に
な
っ
た
。

　

第
一
章
〜
第
四
章
に
か
け
て
は
、
本
来
は

チ
ャ
ン
族
だ
け
に
特
定
さ
れ
な
い
は
ず
の
文
化

的
要
素
が
、
汶
川
地
震
後
の
復
興
に
お
い
て
、

チ
ャ
ン
族
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
を
主
に
論
じ
て
い
る
。
震
災
後
、

中
央
政
府
は
チ
ャ
ン
文
化
の
保
護
と
復
興
を
推

進
す
る
た
め
に
、
多
く
の
資
金
を
投
入
し
て

チ
ャ
ン
族
研
究
を
奨
励
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

羌
族
文
化
数
字
博
物
館
が
建
設
さ
れ
て
い
く

が
、
そ
こ
で
は
チ
ャ
ン
族
が
先
述
し
た
「
禹
羌

文
化
」
の
枠
組
み
で
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
文

化
的
要
素
と
し
て
碉
楼
や
羌
年
（
祭
山
会
と
関

係
す
る
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に

も
、
チ
ャ
ン
族
研
究
で
は
シ
ピ
文
化
と
か
か
わ

る
経
典
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
も
あ
っ
た

（
第
一
章
）。

　

こ
う
し
た
チ
ャ
ン
文
化
を
め
ぐ
る
表
象
は
、

震
災
復
興
の
な
か
で
景
観
や
民
俗
と
し
て
現
実

社
会
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
汶
川

地
震
の
後
、
多
く
の
チ
ャ
ン
族
が
住
む
こ
の
被

災
地
は
驚
異
的
な
速
さ
で
復
興
し
て
い
く
が
、

そ
れ
を
支
え
た
の
が
「
対
口
支
援
」
方
式
で

あ
っ
た
。「
対
口
」
と
は
ペ
ア
を
組
む
と
い
う

意
味
で
、
一
つ
の
省
が
一
つ
の
地
域
を
担
当
し

て
支
援
に
あ
た
っ
た
。
汶
川
県
の
場
合
、
広
東

省
が
復
興
支
援
に
あ
た
っ
た
が
、
注
目
に
値
す

る
の
は
、
そ
の
過
程
で
「
禹
羌
文
化
」
を
体
現

し
た
景
観
が
創
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
チ
ャ
ン
族
は
禹
の
子
孫
で
あ
る
と
い

う
思
想
か
ら
、
広
州
市
は
県
城
の
入
り
口
に
巨

大
な
禹
の
銅
像
を
造
り
、
顔
を
チ
ャ
ン
族
の
風

貌
に
し
て
民
族
融
合
を
演
出
し
た
。
さ
ら
に
、

湛
江
市
は
汶
川
県
龍
渓
郷
に
「
羌
人
谷
」
を
建

設
し
、
そ
こ
で
白
石
神
、
石
碉
、
チ
ャ
ン
族
文

化
展
示
館
、
五
神
廟
（
禹
、
共
工
氏
、
神
農

氏
、
無
戈
愛
剣
、
阿
巴
白
構
）
な
ど
を
建
て
た

（
第
三
章
）。
他
方
で
、
震
災
後
に
龍
渓
郷
か
ら

村
ご
と
成
都
市
の
郊
外
に
移
転
し
た
直
台
村

は
、
移
住
先
で
旧
村
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
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が
何
も
な
か
っ
た
反
面
、
家
屋
の
壁
に
は
文
字

を
も
た
な
い
は
ず
の
チ
ャ
ン
族
の
奇
妙
な
「
文

字
」
が
描
か
れ
た
（
第
二
章
）。
さ
ら
に
、
震

災
後
の
チ
ャ
ン
族
地
域
で
は
、
碉
楼
、
石
碉
、

屋
上
の
白
石
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
学
校
、
病

院
、
住
宅
が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
主
導
の
景
観
開

発
が
、
住
民
の
意
識
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
チ
ャ
ン
族
の
間
で

は
、
禹
を
自
民
族
の
祖
で
あ
る
と
す
る
認
識
に

乏
し
い
。
次
に
、
五
神
廟
の
神
々
の
う
ち
チ
ャ

ン
族
の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
阿
巴
白
構
く

ら
い
で
、
他
の
神
々
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
し
て
、
碉
楼
、
石
碉
、
屋
上
の
白
石

は
、
全
て
の
チ
ャ
ン
族
地
域
に
分
布
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
岷
江
上
流
域
の
地
域
文
化
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
岷
江
モ
デ

ル
」
の
文
化
は
、
震
災
後
に
チ
ャ
ン
族
固
有
の

文
化
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
文
化
的
要
素
が
な

か
っ
た
チ
ャ
ン
族
地
域
で
も
新
た
な
景
観
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
と
り
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
第
三
章
）。

　

も
と
も
と
多
様
で
あ
る
は
ず
の
チ
ャ
ン
族
文

化
が
画
一
的
に
な
っ
て
い
る
現
象
は
、
民
俗
面

で
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
第
四
章

で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
羌
年
で
あ
る
。
一

九
八
八
年
、
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
は
旧
暦
一

〇
月
一
日
を
チ
ャ
ン
族
共
通
の
新
年
、
す
な
わ

ち
羌
年
と
し
て
制
定
し
た
。
羌
年
は
震
災
復
興

後
に
保
護
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年

に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
た
。
羌
年
に
相
当
す
る
の
が
秋
の
祭
山

会
「
リ
メ
ジ
」
で
あ
る
。
だ
が
、
本
来
チ
ャ
ン

族
の
祭
山
会
は
必
ず
し
も
旧
暦
一
〇
月
一
日
に

お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
シ
ピ
が
主
催
す

る
宗
教
色
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
化
大
革

命
の
時
期
に
は
消
失
し
て
い
た
。
そ
れ
を
、
政

府
は
、
チ
ャ
ン
族
共
通
の
新
年
と
し
て
画
一
化

し
、
さ
ら
に
羌
年
の
伝
統
舞
踊
と
し
て
鍋
庄
舞

を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
鍋
庄
舞

も
「
岷
江
モ
デ
ル
」
の
文
化
で
あ
り
、
ギ
ャ
ロ

ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
跳
躍
の
動
作
を
新
た
に
と

り
い
れ
た
活
動
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
羌
年

は
、
全
て
の
チ
ャ
ン
族
の
間
で
根
付
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
を
通
し
て
、
著
者
は
、
チ
ャ

ン
族
を
め
ぐ
る
二
つ
の
異
な
る
次
元
の
文
化
を

論
じ
て
い
る
。
一
つ
は
、
政
府
や
学
者
に
よ
っ

て
主
導
さ
れ
る
「
チ
ャ
ン
族
の
特
色
」
と
し
て

の
文
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
チ
ャ
ン
族
の
祖

先
と
夏
王
朝
を
結
び
つ
け
る
「
禹
羌
文
化
」
が

核
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
文
化
は
「
多
元

一
体
化
理
論
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
則
っ
た
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
震
災
復
興
の
過
程

で
景
観
や
民
俗
と
し
て
現
地
で
普
及
し
て
い
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
チ
ャ
ン

族
住
民
の
記
憶
や
実
践
と
密
接
に
か
か
わ
る
、

い
わ
ゆ
る
生
活
文
化
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
碉

楼
、
祭
山
会
、
白
石
信
仰
な
ど
は
、
チ
ャ
ン
族

の
地
域
に
も
存
在
す
る
の
だ
が
、
同
時
に
近
隣

の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
の
間
で
も
広
く
分
布
し

て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
著
者
は
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
な
チ
ャ
ン
文
化
が
創
造
さ
れ
る
一
方

で
、
チ
ャ
ン
族
に
よ
る
本
当
の
言
語
や
文
化
が

保
護
さ
れ
な
い
ま
ま
消
失
し
て
い
る
こ
と
を
危

惧
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
書
で
は
異
な
る
二

つ
の
文
化
が
対
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
と
し

て
前
者
の
文
化
が
チ
ャ
ン
族
の
人
々
に
受
容
さ

れ
る
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
先

述
し
た
直
台
村
の
羌
年
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で

は
、
漢
族
地
域
に
突
然
移
入
し
た
チ
ャ
ン
族
の

村
民
が
、
自
ら
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
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示
す
た
め
に
、
集
団
型
羌
年
を
二
〇
一
〇
年
よ

り
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
各
章
を
要
約
し
て
み
る
と
苦

も
無
く
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
目

下
、
中
国
の
外
の
研
究
者
が
チ
ベ
ッ
ト
地
域
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
は
簡
単
な
作

業
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
書
が
日
本

で
数
少
な
い
チ
ャ
ン
族
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
系
諸

民
族
に
つ
い
て
綿
密
に
記
録
し
た
、
貴
重
な
民

族
誌
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
現
地

で
よ
ほ
ど
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
厚
み
の
あ
る
民
族
誌
を
書
く
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
中
国
少
数
民
族
研
究
の

専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
本
書
の
意
義
や
問
題

点
を
チ
ャ
ン
族
や
チ
ベ
ッ
ト
族
の
研
究
に
位
置

づ
け
て
論
じ
る
こ
と
は
私
の
能
力
を
超
え
て
い

る
。
だ
が
、
著
者
の
問
題
意
識
は
広
東
省
の
漢

族
地
域
に
お
け
る
評
者
の
調
査
結
果
﹇
河
合

2013

﹈
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
本
書
が
、
中
国
少
数
民
族
研
究
と
い
う
枠
を

超
え
て
他
民
族
の
研
究
者
と
対
話
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま

り
、
本
書
は
あ
く
ま
で
中
国
西
部
の
少
数
民
族

を
対
象
と
し
た
民
族
誌
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
抽
象
化
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

⑴　

Ａ
集
団
の
文
化
は
一
様
で
は
な
い
。
ま

た
、
近
隣
の
Ｂ
集
団
と
文
化
的
な
類
似
性

が
み
ら
れ
る
【
三
次
元
】。

　

⑵　

し
か
し
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
則
り

学
者
が
文
化
を
表
象
す
る
こ
と
で
、
Ａ
集

団
の
「
特
色
」
と
さ
れ
る
文
化
像
＝
Ａ
文

化
が
創
出
さ
れ
る
【
二
次
元
】。

　

⑶　

Ａ
文
化
は
紙
の
上
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
あ
る
出
来
事
を
契
機
と
し
て
景
観
や

民
俗
と
し
て
現
実
化
す
る
。
Ａ
文
化
の
記

号
が
Ａ
集
団
地
区
で
拡
が
り
画
一
化
す
る

と
同
時
に
、
Ａ
集
団
の
生
活
と
か
か
わ
る

本
当
の
文
化
が
喪
失
さ
れ
て
い
く
【
二
次

元
↓
三
次
元
】。

　

本
書
に
お
い
て
、
Ａ
に
あ
た
る
の
が
チ
ャ
ン

族
、
Ｂ
に
あ
た
る
の
が
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
で

あ
る
。
Ａ
文
化
の
核
心
は
「
禹
羌
文
化
」
で
あ

り
、
地
震
と
い
う
出
来
事
を
契
機
と
し
て
、
そ

れ
が
チ
ャ
ン
族
地
域
で
画
一
化
し
て
い
く
現
象

を
、
本
書
は
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ａ
を
チ
ャ
ン
族
、
Ｂ
を
チ
ベ
ッ

ト
系
諸
民
族
と
限
定
し
な
く
て
も
通
用
す
る
事

例
が
、
現
在
の
中
国
で
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
図
式
を
雲
南
省
南

部
の
少
数
民
族
、
例
え
ば
ハ
ニ
族
と
イ
族
に
適

用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
と
Ｂ
で
表
そ
う
。
景
観
面

で
み
る
と
、
ハ
ニ
族
の
住
居
は
本
来
多
様
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
か
ら
「
蘑
菇
房
」（
キ

ノ
コ
型
の
住
居
）
が
ハ
ニ
文
化
の
「
特
色
」
と

し
て
学
術
的
に
選
ば
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
文

化
遺
産
化
に
伴
っ
て
ハ
ニ
族
地
域
で
広
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
例
は
、
中
国
西
部

の
少
数
民
族
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
中

国
東
南
部
の
漢
族
で
も
、
あ
る
程
度
は
該
当
す

る
。
Ａ
を
広
府
系
の
漢
族
、
Ｂ
を
客
家
系
の
漢

族
と
し
て
も
同
様
の
議
論
が
で
き
る
の
で
あ
る

（
詳
細
は
拙
著
﹇
河
合2013

﹈
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
）。
評
者
は
、
各
民
族
集
団
の
「
特
色
」

と
さ
れ
る
文
化
が
画
一
化
さ
れ
て
い
く
現
象
を

〈
空
間
化
〉
と
呼
ん
で
き
た
が
、
同
様
の
現
象

が
チ
ャ
ン
族
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
議
論
は
特
定
の
地
域
や

民
族
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
視
点
を
変
え

れ
ば
、
よ
り
抽
象
化
し
た
次
元
で
議
論
す
る
た

め
の
重
要
な
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
い
る
。
チ
ャ

ン
族
研
究
や
中
国
少
数
民
族
研
究
を
超
え
た
議

論
に
展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
点
に
お
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い
て
も
、
本
書
は
注
目
に
値
す
る
書
物
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
言
う
ま
で
も
な
く
本
書
の
第
一

の
意
義
は
、
汶
川
地
震
後
の
「
新
生
チ
ャ
ン
族

文
化
」、
及
び
、
そ
の
認
識
枠
組
み
で
は
捉
え

き
れ
な
い
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
民
族
を
含
む
「
基
層

文
化
」
を
、
綿
密
に
記
録
し
考
察
し
た
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
付
録
の
論
考
で
は
、
中
国
人

類
学
の
歴
史
、
特
に
従
来
言
及
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
研
究
動

向
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
科
学
史
や
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
人
類
学
に
関
心
の
あ
る
読
者
は
、
こ

ち
ら
も
一
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
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